
  

                                             

 

                                            

 

                                         

 

卒業証書授与式に際して            校長 林   稔 晃 

 

春の光に溶けた雪が大地に染みわたり、新たな生命の息吹を感じる今日。今年もこの地に春が訪

れました。 

本日は、佐藤村長をはじめとするご来賓・保護者の皆様をお迎えし、卒業式を行えることを大変

うれしく思います。 

自然豊かな留寿都の地で育ち、学び、生活してきた皆さん、中学校の卒業証書を手にされたこと、

心よりおめでとうございます。 

卒業の節目に、皆さんにひとつ問いかけたいことがあります。この学校、留寿都中学校での生活

は、皆さんにとって良い思い出でしたでしょうか。この三年間、大切な時間を過ごせたと感じるで

しょうか。 

三年前、皆さんが中学校に入学した時は、未だにコロナ禍が続いていました。常にマスクを着用

しており、相手の表情が見えにくい日々。大声で笑い合ったり、楽しく会話を交わすこともままな

らない状況でした。この期間、私たちは皆さんが成長する過程で、何か大切なものを見失わせてな

かったでしょうか。皆さんに何か手助けをすることができたでしょうか。 

私が共に過ごした一年間、特に三年生の活躍にはいつも感心していました。体育大会では全校縦

割りチームのリーダーとして、皆さんが協力して作戦を練り、後輩を引っ張る姿や、競技に全力で

臨む姿、そして、皆さんと撮った写真に写る笑顔が印象的でした。この一日を境に、三年生への期

待と信頼が更に高まりました。 

中体連では、最後まで決してあきらめない姿勢が印象的でした。野球では不利な状況にありなが

らも、一点を奪い返しました。陸上の中距離走では、自身との競争に集中し、最高のタイムを目指

しました。そして、その姿を熱心に応援しました。卓球では、白熱した戦いを繰り広げ、団体戦で

名を築きました。後輩たちはその姿から偉大さを感じ、憧れたことでしょう。 

文化祭では、自ら演劇を企画・制作し、普段では見せない面白さを披露しました。また、実行委

員会でもダンスや装飾、会場設営など、後輩を率いる姿が随所で見られました。 

常に学校の中心として活躍してくれて、ありがとうございました。そして、明日からそれぞれの

進路に進む皆さん、その後もその先も、ゴールだと思ったら実はスタートだったという様々な節目

を経験していくことでしょう。 

 

もうご存知かと思いますが、この国も世界も理想の郷土ではありません。今も戦争が続く国があ

り、大きな災害に見舞われ、多くの人が亡くなっています。何も悪いことをしていないのに命を脅

かされ、家族や愛する人と離れ離れになり、人権を踏みにじられる人もいます。不条理な出来事、

格差、貧困など、様々な問題が存在します。その解決には、個人の力だけでは限界があります。 

自分の好きなことや得意なこと、大切にしたいことは、他人の意見に左右されずに大切にしてく

ださい。自分が他人と違うことに悩む必要はありません。他人と異なることは当たり前であり、誰
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学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

＜裏面に続く＞ 



かが自分と違っていても当然です。 

憧れや目標を持つことは素晴らしいことですが、他人と比べて自分を評価することや、自分はダ

メだと思い込むことは避けてください。私たちは皆さん一人ひとりを本当に大切に思っています。

だからこそ、この先も立派である必要はありません。ただ、生き続けて小さな幸せを誰かに分け与

えることができるような生活を続けてください。 

もしもこの先、つらいことや困難に直面したら、どうか頼りにしてください。いつでも支えたい

と思っている大人がたくさんいます。どうか、忘れないでください。 

最後に、本日ご臨席の保護者の皆様、ご家族の皆様、お子様の卒業、おめでとうございます。こ

れまで学校を支えてくださり、心より感謝申し上げます。子どもを育てる中で、言葉にできない苦

労もあったと思います。親は、自分のつらさや悲しみを子どもに見せずに一人で頑張ろうとします。

しかし、この子たちは、言葉には出さなくても、親や家族のことを案じ、頼りにし、理解しようと

する姿勢が見て取れます。これまで一緒に大切に育んできた命が、まだ小さな翼で飛び立つ準備が

整っていないかもしれません。この先も、ご家庭だけでなく、地域全体で励まし合い、支え合って

いけることを願っています。 

卒業生の皆さん、良い仲間を得て、楽しい旅を過ごしてください。 

                                                                           （令和６年３月１５日 式辞） 

🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸 

３月７日（木）３，４校

時に留寿都村の松本麻里

保健師、芳賀光結保健師

を講師に迎え、保健体育

の授業の一環として、３

年生を対象に、思春期教

室として、性に関する学習を行いました。 

異性とのかかわり方や命の誕生のすばらしさにつ

いて、講義の後、ゲームや体験を取り入れた学習を

実施しました。それに加え、妊婦体験や赤ちゃんの

着替えや沐浴体験を行いました。 

卒業後も、自分自身を大切に、困ったときには相

談できる力を身に着けてほしいというメッセージの

込められた学習となりました。 

 

３月１１日（月）４校時、体育館にて後期の生徒総

会が行われました。 

各学年の生徒からの質問を

通じて、後期の生徒会書記局

や各委員会の活動について、

振り返りました。後期の活動

に対し前向きな質問が多く、

主体的な生徒会を目指して活

動していたことの一端が見受

けられました。 

３月８日（金）雲一つない青空のもと、ルスツリゾ

ートスキー場で全学年のスキー遠足が行われました。

昨年は雨天で中止となっていただけに、生徒たちも

小グループになって、時には嬌声をあげながら、ル

スツの冬

を名残惜

しむよう

にシュプ

ールを描

いていま

した。 

 

３月１２日（火）に留寿都村診療所大泉樹医師に

よる講話を実施しました。大泉先生の国際交流の実

体験から得られた知見や人生観を当時の映像や写真

を通して３年生

にお話しくだ

さいました。 

卒業に向け

たはなむけの

言葉となりま

した。 

🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸🌸 



  

                                             

 

                                            

 

                                         

 

 

 

 早いもので１年が過ぎ、今年度も終わろうとして

います。 

 先日は、卒業証書授与式を無事に終え「感動した」

との好評を頂き、大変うれしく思います。私も生徒

から感動を頂き、思わず涙ぐんでしまいました。卒

業式は生徒・保護者・先生方の思いが凝縮される時

間です。そして、新たなステップへ送り出す時間で

もあります。その節目に感動を与えられるかが私た

ちの仕事です。それが果たせたでしょうか？ 
 

 さて、進級を迎える皆さん、目標を持っています

か？ 校長先生は重点目標達成のために次の４つの

実現を目指しています。 
 

① 子どもを創造へ導く学校  

【創造する生徒】 

 ・見通しを持ち 自走できる 

 ・自分で探究し 対話し 判断する 

 ・振り返り 自らの課題を見出す 

② 子どもが居心地の良い学校  

【居心地の良い学級】 

 ・仲間との活動が楽しい 

 ・自分の意見を言える 

 ・自分たちで解決できる 

③ 安心して働ける学校  

【安心な職場】 

 ・「なぜか 本当か 正しいか」を見極める 

 ・失敗を恐れない協働体制 

 ・先を見据えた頼れる校長 

④ 地域と連携し社会へ導く学校 

【社会性を養う】 

 ・生徒会活動から自治教育へ 

 ・チーム留中で取り組む教育 

 ・多様性と国際化に開かれた地域教育 

詳しくは始業式にお話ししますが、４月からの変

更点をお伝えします。 
 

①  登校時間を変更し、みんなで見守ります。 

【登校時間 8:00～8:15 朝の会 8:15】 

〚職員出勤時間 8:00〛 

 これまでは、出勤時間が遅く見守ることができな

かったのですが、登校開始時間を決め、出勤時間と

合わせることで見守る体制を作ります。（事情があり

8:00 前に登校したい方はご相談ください） 
 

②  家庭へ持ち帰る教材は生徒に任せます。 

 およそ 10 ㎏のカバン（リュック）を背負い、部

活の持ち物を前に持ちながら登校する毎朝の風景、

身体の成長に良くないと常々考えていました。そこ

で、これまで教科が指定されていましたが、子ども

の主体性に任せることにしました。家庭学習に必要

なものを考えて持ち帰ってください。でも、クロー

ム・ブックだけは毎日持ち帰ってください。緊急時・

災害時の連絡ツールとなります。 

③  学年全体でサポートします。 

 これまで、主に担任の先生が朝の会・帰りの会等

を行ってきましたが、新年度は学年の先生が日替わ

りや分担して行うことも考えています。これは、先

生方と対話しやすい環境を作ることと、働き方改革

のためです。いつでも気軽に相談してください。校

長室もウェルカムです。 
 

この他にもテスト関係など教科内で変更点があり

ますが、教科オリエンテーション資料を生徒に配布

しますので、ご確認ください。 
 

1 年間ご指導・ご協力を賜り、誠にありがとうご

ざいました。お陰様で無事に終えることができまし

た。新年度もよろしくお願いします。 
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学校教育目標 

・よく考え広い視野を造る人 

・力を合わせゆたかな心情を育てる人 

・すすんでたくましい身体を鍛える人 

令和６年度重点目標 「自分の人生を、自分で決めて幸せに生きる」     校長 林 稔晃 
 

 



この春の人事異動で５名の教職員が本校を離れる
ことになりました。皆様からのご支援ご協力に感謝
申し上げます。 
 

津田 和翁 教頭（余市町立東中学校へ） 
残雪の羊蹄山の美しい景色のもと本校に赴任して以来、保

護者の皆様や地域の皆様には、ＰＴＡ活動はもとより、ふる
さと学習など村での様々な教育場面で大変お世話になりまし
た。皆様からはわが子だけではなく留寿都の子どもたちみん
なに注ぐあたたかな愛情を感じました。今後の子どもたちの
成長と留寿都のますますの発展をお祈り申し上げます。２年
間本当にありがとうございました。 

徳田 智裕 教諭（退職） 
家庭の事情もあり、３月末で退職することになりました。

２学年の皆さんと卒業を共にできないことが本当に残念でな
りません。前回と合わせて９年間の留寿都村での勤務は、と
ても楽しく、かけがえのない時間でした。私の自宅は真狩村
にあります。これまでは、教職員と生徒・保護者という関係
でしたが、これからは、羊蹄山麓で共に暮らす仲間として受
け入れていただけると幸いです。大変お世話になりました。
ありがとうございました。 

野澤 慎也 教諭（小樽市立桜町中学校へ） 
この度の人事異動で留寿都中学校から離任することになり

ました。３年前に着任した際には、前任校とは異なる学校規
模や雰囲気に戸惑う場面も多かったですが、素直で明るい子
どもたちや地域の皆様、周りの先生方に支えられながら充実
した日々を過ごすことができました。いろいろとご迷惑をお
かけする場面も多かったと思いますが、留寿都中学校での経
験や学ばせていただいたことは、次の赴任先や後志管内の子
どもたちへ還元していきたいと考えています。本当にありが
とうございました。 

中山 翔人 事務職員（札幌市立屯田北中学校へ） 
この度、札幌市の採用にともない留寿都中学校を離任する

こととなりました。私自身、１２年ぶりの後志の空気はとて
も過ごしやすく、居心地のいい２年間でした。生徒の皆さん
とは少ない関わりの中でしたが、日々の活力をもらうことが
できました。保護者の皆様には様々な手続きに際しまして、
いつも多大なご協力いただき感謝申し上げます。 
留寿都で過ごした日々は２年間ではありましたが、とても

濃密なものでした。ここでの経験を糧に、次の学校でも子ど
もたちのために邁進していきたいと思います。 

田村 幸治 教育業務支援員（任期満了） 
去年の８月から約８ヶ月間、教育業務支援員として、主に

ポスターなどの掲示物の整理をしてきました。短い期間でし
たが、仕事は楽しく、廊下で生徒の皆さんと交わす朝の挨拶
も心地良いものでした。留寿都中学校には２年前の令和３年
度に事務職員として１年間だけお世話になりましたが、今年
度も生徒たちの明るい声に囲まれた日々を過ごすことができ
ました。どうもありがとうございました。そしてどうかお元
気で！ 

スポーツ奨励賞 アルペンスキー 
阿武 旺佑（２年） 

スポーツ努力賞 卓球 
大友 海璃（１年） 

 佐藤 莉心（１年） 
藤野 優莉（２年） 

 板垣さくら（２年） 
        五十嵐心愛（２年） 

 

 

４月５日（金） 
２，３年生登校 ８：００～８：１５ 
朝の会     ８：１５～ ８：２５ 

 着任式     ８：３０～ ８：４０ 
 始業式     ８：４０～ ８：５０ 
 学 活     ９：００～ ９：５０…学級開き 
 ※新入生登校   ９：４０～ 
 入学式        １０：４５～１１：１５ 
 写真・学活  １１：１５～１２：０５ 
下校バス   １２：１０ 

 
制服登校・上靴・教科書を入れるカバン・筆記用具 

給食は全学年ありません

日 曜 ４月行事予定 

部
活
動 

給
食 

バス 

1便 
 

２便 

３便 

１ 月 年度始休業 × ×   

２ 火  × ×   

３ 水  × ×   

４ 木  × ×   

５ 金 着任式・始業式・入学式 × × 12:10 ― 

６  土      

７ 日      

８ 月 学習オリエンテーション・新入生を迎える会 
新入生部活動体験開始 

〇 〇 15:30 17:00 

９ 火  〇 〇 15:30 17:00 

10 水 前期学級役員決め 〇 〇 15:30 17:00 

11 木 二計測・視力聴力検査（全） × 〇 14:30 ― 

12 金 学力テスト（全） 〇 〇 15:30 17:00 

13 土 参観日 ＰＴＡ総会 専門部会 8:40登校 × × 10:00 ― 

14 日      

15 月 振替休業日     

16 火 全校集会・前期認証式・村Ｐ連総会・部活動会議 

全国学力・学習状況調査生徒質問調査（3年） 

〇 〇 15:30 17:00 

17 水  〇 〇 15:30 17:00 

18 木 職員会議 全国学力・学習状況調査（3年） × 〇 14:30 ― 

19 金 尿検査 1次 前期常任委員会 〇 〇 15:30 17:00 

20 土      

21 日      

22 月 保護者面談（1，2年） ▲ 〇 15:30 17:00 

23 火 修学旅行（3年）  保護者面談（1，2年） ▲ ▲ 13:30 15:30 

24 水 保護者面談（1，2年） ▲ ▲ 13:30 15:30 

25 木  × ▲ 13:30 ― 

26 金 ３年回復日       保護者面談（1，2年） ▲ ▲ 13:30 15:30 

27 土      

28 日      

29 月 昭和の日     

30 火  〇 〇 15:30 17:00 

（留意点）放課後部活動・諸活動  給食 
〇実施  ×全学年なし ▲３年のみなし  
△２年のみなし ▽１年のみなし 

スクールカウンセラーの来校開始は５月以降の予定となります。
来校日が決まりましたら改めてお知らせします。 
相談を希望する中学生は、来校日に、気軽に１階多目的室を訪ねてください。また、留寿都小・留寿都

中の保護者・児童で面談を希望される方は各校の教頭までお知らせください。日程を調整いたします。 

 

 


